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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光度検出システムにおいて使用するための透明材料から成る測定セルであって、その透
明材料が光度検出システムにおいて検出可能な少なくとも一つの光吸収物質を含有するこ
とを特徴とする測定セル。 
【請求項２】
　透明材料が少なくとも二つの光吸収物質を含有することを特徴とする、請求項１記載の
測定セル。
【請求項３】
　少なくとも一つの光吸収物質がアゾ染料であることを特徴とする、請求項１または２に
記載の測定セル。
【請求項４】
　透明材料がプラスチックであることを特徴とする、請求項１～３のいずれかに記載の測
定セル。
【請求項５】
　光度検出システムにおいて使用するための透明測定セルの真偽を試験する方法であって
、その透明測定セルが少なくとも一つの光吸収物質を含有し、以下の工程：
　ａ）複数の透明参照測定セルの吸収を各々少なくとも二つの異なる波長で測定し、その
吸収測定値を参照値として保存し、そしてレファランスクラスを形成する;
　ｂ）真偽が試験される透明測定セルの吸収を、工程ａ）において使用した波長で測定す
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る; 
　ｃ）真偽が試験される透明測定セルの吸収測定値をレファランスクラスの値と比較する
；
を特徴とする試験方法。
【請求項６】
　光度検出システムにおいて使用するための複数の同一の透明測定セルの真偽を試験する
方法であって、その透明測定セルが少なくとも一つの光吸収物質を含有し、以下の工程：
　ａ）複数の透明参照測定セルの吸収を各々少なくとも二つの異なる波長で測定し、その
吸収測定値を参照値として保存し、そしてレファランスクラスを形成する;
　ｂ）真偽が試験される透明測定セルの吸収を、工程ａ）において使用した波長で測定す
る; その吸収測定値を保存し、そしてテストクラスを形成する
　ｃ）吸収テストクラスの値をレファランスクラスの値と比較する；
を特徴とする試験方法。
【請求項７】
　真偽が試験される透明測定セルが少なくとも二つの光吸収物質を含有する、請求項５ま
たは６に記載の方法。
【請求項８】
　真偽が試験される透明測定セルがアゾ染料グループからの少なくとも一つの光吸収物質
を含有する、請求項５～７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　吸収測定が、２２０から１０００ｎｍの範囲の少なくとも二つの異なる波長で実施され
る、請求項５～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　参照測定セルの数が使用される波長の数より大きい、請求項５～９のいずれかに記載の
方法。
【請求項１１】
　真偽が試験される透明測定セルの吸収測定値が、距離測定を用いてレファランスクラス
の値と比較される、請求項５及び８～１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　真偽が試験される透明測定セルの吸収測定値が、距離測定を用いてレファランスクラス
の値の重心と比較される、請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　テストクラスの値が、距離測定を用いてレファランスクラスの値と比較される、請求項
６～１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　テストクラスの値が、距離測定を用いてレファランスクラスの値の重心と比較される、
請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　距離測定が１）ユークリッド距離及び２）マハラノビス距離のグループから選ばれる、
請求項１１～１４のいずれかに記載の方法。
【請求項１６】
　真偽が試験される透明測定セルの吸収測定値が、多変量評価法を利用してレファランス
クラスの値と比較される、請求項５及び７～１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１７】
　テストクラスの値が、多変量評価法を利用してレファランスクラスの値と比較される、
請求項６～１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１８】
　多変量評価法が、主成分分析（ＰＣＡ）、クラス類似性のソフト非依存性モデリング（
ＳＩＭＣＡ）、人工神経ネットワーク（ＡＮＮ）、マハラノビス―田口システム（ＭＴＳ
）のグループから選ばれる、請求項１６または１７に記載の方法。
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【請求項１９】
　測定セル又は測定セル類がガラス又はプラスチックから成ることを特徴とする、透明測
定セル又は複数の同一の透明測定セルの真偽を試験する、請求項５～１８のいずれかに記
載の方法。
【請求項２０】
　測定セル又は測定セル類が、天然石英ガラス、合成石英ガラス及び硼珪酸塩ガラスのグ
ループからのガラスから成ることを特徴とする、請求項１９記載の方法。
【請求項２１】
　測定セル又は測定セル類が、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリエチレン、ポリ塩化
ビニル、ポリメタクリル酸メチル及びポリエチレンテレフタレートのグループからのプラ
スチックから成ることを特徴とする、請求項１９記載の方法。
【請求項２２】
　一つ又はそれより多くの同一のキュベットの真偽を試験する、請求項５～２１のいずれ
かに記載の方法。
【請求項２３】
　一つ又はそれより多くの同一のキュベットローターの真偽を試験する、請求項５～２１
のいずれかに記載の方法。
【請求項２４】
　一つ又はそれより多くの同一のミクロ滴定板の真偽を試験する、請求項５～２１のいず
れかに記載の方法。
【請求項２５】
　ａ）透明測定セルの吸収を少なくとも二つの波長で測定する手段、
　ｂ）その吸収測定値を保存する手段、及び
　ｃ）真偽が試験される透明測定セルの吸収測定値とレファランスクラスの値の比較の実
施を制御する手段、
を含む、請求項５記載の透明測定セルの真偽を試験する方法を自動的に実施するための装
置。
【請求項２６】
　真偽が試験される透明測定セルの吸収測定値とレファランスクラスの値の比較の実施を
制御する手段が、ソフトウエアに搭載されている請求項２５記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、透明物体を同定し、そしてその結果として物品を偽造又は模倣から保護する
ことを可能とする方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　製品の真偽を確立することは、製品の海賊行為が増加している観点から、経済上非常に
重要である。さらに、特に技術システム内の部品として使用される技術製品又は物品の場
合、方法又は装置が誤作動無く機能することを保証するために、その製品が特別な定性的
性質を持つこと確保することが必要である。多くの技術分野においては、関連物品又はシ
ステムのメーカーが、物品、スペア部品などの真偽試験を可能ならしめる対策を推進する
ことを要求されるように、特別な品質標準を確保することがさらに必要となる。
【０００３】
　透明物品が使用される方法の品質に対して、その真偽が極めて重要である透明物品の例
には、例えば、光学的検出法において使用されるキュベット、キュベットローター又はミ
クロ滴定板などの測定セルがある。例えば、凝集パラメータを診断するための臨床的に関
連するパラメータを測定するための試験方法は、光度検出システムを利用してしばしば評
価される。臨床実験室では、試験方法の自動的実施のみならず、標準化された試験結果の
測定も可能とする完全自動化分析装置が主として採用される。自動化された方法が信頼で
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きる試験結果を伝達することを確実にするためには、個々の試験に関わる構成要素の全て
が、メーカーによって記載された特定の要件を満たすこと、又はその使用に対して確実に
必要な状態にあることが必要である。このことはまた、とりわけ使用されている反応容器
又は測定セルに関連し、例えば、その光学的性質が測定されることが意図されている、分
析される試料を含有するキュベット、キュベットローター又はミクロ滴定板に対してもい
える。メーカーによって推奨された反応容器は、一般的に、形状、サイズ、層厚などの特
定の設計上の性質を有するのみならず、通常、使用されるスペクトル範囲において全く吸
収を示さないか、ごくわずかしか吸収しない材料から成る。使用者はそのことにおそらく
気づきもしない、反応容器の偽物コピーの使用によって、材料組成の違いに起因して、濁
度又は散乱光の測定の際に、大きな相違又は誤差が生じ得るというリスクがもたらされる
。その材料の性質故に、測定される被分析物、試料又は反応混合物と相互作用する反応容
器によって、さらなるリスクがもたらされる。この問題は、凝集診断法の例を参照すれば
特に明確になるであろう：もし、反応混合物と接触することになる反応容器又は測定セル
の表面が、凝集の制御不能な活性化が生じるように構成されておれば、凝縮反応の信頼で
きる測定が実施できない。誤った測定結果と制御不能な反応条件によって、正しくない診
断に導かれることがあり得て、最悪の場合、それが当の患者にとって重大な健康上の結末
をもたらすこともある。
【０００４】
　物体又は文書にマーキングをつけ、そして偽造品を検出することを可能とする種々のキ
ャラクタリゼイション法及び対応する光学的同定方法が、従来技術において知られており
、その結果、物品が模倣から保護されている。
【０００５】
　特許明細書ＤＥ１０１５５７８０Ａ１には、保護される物品の生産過程において三次元
の複製不可能なランダムパターン、例えば透明プラスチック中に散乱される不透明材料の
粒子、を発生させる方法が記載されている。次いで、センサーを利用してこの物理的パタ
ーンを走査し、特徴機能として保存する。特許明細書ＵＳ５,７１９,９３９には、特に、
透明材料中でゆるく集合させた不織布繊維（フリース）の使用が記載されている。
【０００６】
　特許明細書ＥＰ０７７２８４３Ｂ１には、保護される物品の生産過程での粗面化によっ
て物体表面上に三次元のマーキングを作る方法が記載されている。次いで、画像又は画像
処理システムを利用して、このパターンが解析されて保存される。類似方法が特許明細書
ＤＥ３２１６８６７Ｃ２に記載されている。ここでは、デジタル的に測定され解析される
不規則性の、トポグラフィー表面特性、高さ及び間隔を利用して、物品が同様に同定され
る。
【０００７】
　特許出願書ＤＥ４０００１９７Ａ１には、検証のためのトークンと装置が記載されてい
る。このトークンを特性化する機能は、トークン、例えばプリズム的刻面（ｆａｃｅｔ）
、反射性刻面又は回折格子の表面における光回折同定である。これらのトークンの妥当性
が、回折された光線の位置及び強度を測定する光学センサーを利用して、試験される。
【０００８】
　物品を特性化し同定する上記方法の致命的な不利点は、マーキングをつけることによっ
て、例えば不透明粒子における散乱又は表面の処理によって、物品の光学的性質が著しく
変わる点である。従って、そのような方法は、光学的性質が特定の要件に従う物品の特性
化、特に、光学的試験方法の構成部品である透明物品の特性化には適さない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　従って、本発明の目的は、特定の光学的性質を有する透明物体を同定する、又は偽造品
を同定することを可能にする方法を提供することであった。中でも、透明物体の特性化は
、第一に、物品の実際の意図された目的を損なわない、第二に、大きな技術的費用をかけ
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ずにかつ安価に作ることができ、そして第三に、真似することが困難であるという点で識
別されるべきである。
【００１０】
　本発明との関連において「同定」という用語は、参照物体の特長に関連して物体の同一
性を測定することを意味することを意図している。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この目的は、特許請求の範囲に記載されるような本発明の方法と物品を提供することに
よって達成される。
【００１２】
　本発明は吸収スペクトルを利用して透明物体を同定する、又は透明物体の真偽を試験す
る方法に関する。光度検出システムにおいて使用されるキュベット、キュベットローター
、ミクロ滴定板又はキャピラリーなどの透明物体は、通常、使用されるスペクトル範囲に
おいて全く吸収を示さないか、ごくわずかしか吸収しない材料から成る。本発明によれば
、同定される物体は、少なくとも一つのそして好ましくは少なくとも二つの光吸収物質（
着色剤）を含有する材料から成る。
【００１３】
　同定される透明物品を構成する材料は、ガラス又はプラスチックであってよい。本発明
の方法は、石英ガラス、特に天然結晶（水晶）を融合した石英ガラス、ＯＨ吸収を持たな
い（例えば、ドイツ、ＨａｎａｕのＨｅｒａｅｕｓ　Ｑｕａｒｙｚｇｌａ社製のＳＵＰＲ
ＡＳＩＬ（登録商標）３００）又は高比率の酸化カリウム又は硼珪酸塩ガラス（例えば、
ドイツ、ＭａｉｎｚのＳｃｈｏｔｔ社製のＢｏｒｏｆｌｏａｔ（登録商標））を有するク
ラウンガラスから成る合成の石英ガラス、から成る透明物体の同定に特に適している。本
発明の方法は、さらにプラスチック、特にポリプロピレン、ポリスチレン、ポリエチレン
、ポリ塩化ビニル、ポリメタクリル酸メチル及びポリエチレンテレフタレートのグループ
からのプラスチックから成る透明物体の同定に適している。
【００１４】
　着色剤は、均一に着色された材料が得られるよう、加工前又は加工中にガラス又はプラ
スチックに添加できる可溶性染料及び／又は不溶性顔料であってよい。もし、同定される
透明物品が光学的試験方法において使用されることが意図された測定セルである場合には
、着色剤の使用の際に、その光学的試験方法において適切に使用できるよう、測定セルが
確実に十分な透過率を有することを確かめておく必要がある。
【００１５】
　当業者に知られている多数の染料が、同定される透明物品の着色、又は透明材料の着色
に使用される。合成染料の最も重要なクラスはアゾ染料である。アゾ染料は一般式Ｒ－Ｎ
＝Ｎ－Ｒ’を有し、ここでＮは窒素を表し、ＲとＲ’はそれぞれ有機基、好ましくは芳香
族炭化水素を表す。アゾ染料は高い耐変色性及び対候堅牢度によって特徴付けられる。そ
れらはしばしば、高分子担体中の染料濃縮物、いわゆるマスターバッチとして入手でき、
そして、プラスチック部品、例えばキュベットの製造前に、望みの濃度にてプラスチック
コンパウンドに添加される。
【００１６】
　周知のように、複数の光吸収成分（「着色剤」）の混合物の吸収スペクトルは、個々の
成分の吸収スペクトルから付加的に形成される。得られた、混合物の特徴的な吸収スペク
トルは、個々の成分の吸収スペクトルとは異なる。このように、透明物体の発明性のある
特性化、又は偽造又は模倣からの保護は、その透明物体を製造するために、少なくとも一
つの、好ましくは少なくとも二つの光吸収物質を使用することによって、特徴的吸収スペ
クトルを有する材料を使用する点にある。着色剤の濃度は、好ましくは、光学的検出シス
テムの動的測定範囲を過度に制約しない程度に低く、しかし吸収がまだ信頼できる状態で
測定できるよう十分高くなるよう選ばれる。この特性化の特別な利点は、かなり高い努力
があって初めて模倣できるという点である。同一の吸収スペクトルを有する材料を製造す
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るために、使用される着色剤の種類と濃度を知らないで、実施することが必要であろう作
業のことを考えると、模倣が実際にできなくなるであろう。
【００１７】
　従って、本発明は、光度検出法における使用に適した、例えばキュベット、キュベット
ローター、ミクロ滴定板またはキャピラリーの形態をした測定セルに関する。本発明の測
定セルは、少なくとも一つの、好ましくは少なくとも二つの光吸収物質（着色剤）を含有
する透明材料、好ましくはガラス又はプラスチックから成り、従って、特徴的な吸収スペ
クトルを有する。この少なくとも一つの光吸収物質は好ましくはアゾ染料である。
【００１８】
　透明物体を同定する本発明の方法は、さらに、透明物体の吸収が少なくとも二つの異な
る波長で測定され、そしてその吸収測定値が、以前に確認された、参照値として保存され
ている同定される物体の特徴的な吸収測定値と比較されるということにより特徴付けられ
る。同定される物体の吸収測定値と参照値との比較、つまり、物体の真偽を試験すること
は、好ましくはいわゆるパターン認識技術を用いて実施される。
【００１９】
　パターン認識技術は、少なくとも２つの変数、ここでいう吸収測定値を同時に評価する
ことを可能にする多変量評価法である。本発明の方法における使用に適するパターン認識
技術の例は、主成分分析（ＰＣＡ）、クラス類似性のソフト非依存性モデリング（ＳＩＭ
ＣＡ）、人工神経網（ＡＮＮ）、判別分析及びこれらの技術の改良型（例えば、Martens,
 H. & T Naes: Multivariate calibration. John Wiley & Sons Ltd, 1989, ISBN 0 471 
90979 3; Otto, M.: Chemometrie [chemometry], VCH, 1997, ISBN 3 527 28849 X; Zell
, A.: Simulation Neuronaler Netze [simulation of neural networks], Addison Wesle
y, 1994, ISBN 3 89319 554 8を参照）である。
【００２０】
　もし、物体で測定された吸収値が、その次元が使用された波長の数に対応する座標系に
入力されたとすると、その物体は、その吸収挙動に従ってより高い次元空間の中の規定の
位置にあるだろう。全く吸収を示さないかごくわずかしか吸収しない物体は、この空間に
おける座標系の原点の近くにその位置を有することになろう（図１（１）を参照）。同定
される物体が参照物体に対して同一であるか異なっているかの決定は、最も単純な場合に
は、参照物体と同定される物体の間のユークリッド距離又はマハラノビス距離を使用して
なされる（Jugulum, R. and Monplaisir, L. [2002] Comparison between Mahalanobis-T
aguchi System and Artificial Neural Networks. Quality Engineering 10, 60-73も参
照のこと）。
【００２１】
　同定される物体の位置は、好ましくは単一参照物体の位置のみならず、レファランスク
ラス（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｃｌａｓｓ）とも比較される。レファランスクラスは、分散
を反映させるために、複数の機器及び複数の関連透明物体のバッチを用いた単一検量の後
に得られる、複数の測定の集合体から成る。この比較は、レファランスクラスの重心から
同定される物体へと、ポイントを指し示すベクトルを用いて実施される。続いて、このベ
クトルの絶対値がレファランスクラスの分布に関連して設定され、そして統計的方法、例
えば、分散を考慮しつつレファランスクラスの中点からの距離を求めることによって評価
される。その結果、同定される物体がレファランスクラスから著しく異なるかどうかの評
価が得られる。
【００２２】
　もし、差異ベクトルの絶対値及びレファランスクラスの分布に加えて、差異ベクトルの
方向も考慮されると、同定される物体の不一致が存在する時に、追加情報が見出される。
異なる物体は、おそらく偽の光吸収成分又は光吸収成分の偽の濃度を含有する物体であろ
うし、また、例えば異なる肉厚又は入射光を散乱させる擦傷のような材料欠陥を有する物
体であろう。
【００２３】
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　本発明の方法の特別な実施態様は、独自の分布を有するクラスを形成するために同定さ
れる複数の同一透明物体のグループの組合せに存在する。「同一透明物体」の用語は、同
じ吸収特性を有すべき同一種類の物体のグループを意味することを意図している。もし、
例えば、長期測定シリーズの最後の１０個の試料が各々組合されて、いわゆるテストクラ
スと呼ばれるクラスが形成され、そして、その分布を考慮しつつレファランスクラスから
の距離が比較されれば、その時は、ランダム変数によって比較的影響されない判定基準が
得られる（図１（４）及び（５）を参照）。
【００２４】
　従って、本発明は、少なくとも一つの光吸収物質を含有する複数の同一透明物体の真偽
を試験する方法にも関する。この目的のためには、複数の透明参照物体の吸収が、少なく
とも二つの異なる波長で各々求められる。これらの吸収測定値が参照値として保存され、
そしてレファランスクラスが参照値から形成される。真偽を試験される物体の各々の吸収
が、少なくとも二つの異なる波長で求められる。これらの吸収測定値が保存され、そして
テストクラスが物体の吸収測定値から形成される。続いて、テストクラスの値がレファラ
ンスクラスの値と比較される。テストクラスの値とレファランスクラスの値とのこの比較
は、好ましくは、多変量評価法を利用して行われる。テストクラスの値とレファランスク
ラスの値とのこの比較は、距離測定、例えば、ユークリッド距離又はマハラノビス距離の
グループから、を用いて実施されてもよい。
【００２５】
　本発明の方法は、好ましくは自動的に行われる。光学的分析装置における使用が意図さ
れる透明反応容器の場合、反応容器の真偽は、好ましくは、試料液又は試験試薬が反応容
器に分割注入される前に試験される。反応容器の吸収は、好ましくは、試験される反応容
器を通過して光線を発する光源、及び透過光の強度を測定してそれを電気信号に変換する
検出器を備えた光度計で測定される。異なる波長での要求される吸収測定が次々に迅速に
連続して実施できるよう、λ＝２２０と１０００ｎｍ、好ましくは、λ＝３８０と９００
ｎｍの間の如何なる望ましい波長をも供する光度計を使用することが特に好ましい。光源
は、回折格子を利用してその光をスペクトル的に分散させる必要がある多色光源であって
もよく、又は、例えばレーザーまたは発光ダイオード（ＬＥＤｓ）などの複数の単色光源
の組合せを使用してもよい。
【００２６】
　もし、本発明の真偽試験において、試験される物体の吸収測定値が、レファランスクラ
スの吸収測定値の事前に確立された受容範囲内にあることが見出されると、その物体はさ
らなる意図された使用が許容される。しかしながら、もし、試験される物体の吸収測定値
が、レファランスクラスの吸収測定値の事前に確立された受容範囲外にあることが見出さ
れると、その物体はさらなる意図された使用が許容されない。
【００２７】
　本発明は、透明物体の真偽を試験する本発明の方法を自動的に実施できる装置にも関す
る。そのような装置は、ａ）透明物体の吸収を少なくとも二つの波長で測定する手段（例
えば光度計）、ｂ）その吸収測定値又はデータを保存する手段（例えば半導体メモリー、
光学的又は磁気的保存媒体、例えばハードディスク）、及びｃ）真偽を試験される透明物
体の吸収測定値とレファランスクラスの値の比較の実施を制御する手段（例えば、ソフト
ウエア、コンピュータプログラム、アルゴリズム）、又は複数の同一の透明物体のテスト
クラスの値とレファランスクラスの値の比較の実施を制御する手段を含むという点におい
て特徴付けられる。
【００２８】
　好ましい実施態様において、この手段ｃ）は、多変量評価法（例えば、ソフトウエア、
コンピュータプログラム、アルゴリズム）を実施するための手段である。
【００２９】
　この装置は好ましくは測定結果を出力する手段（例えば、電子的表示装置、モニター、
データプロッター、プリンター及び／又は遠隔データリンク）も有する。
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　以下の例示用実施態様は、本発明を説明するために供するが、制約と見なすべきではな
い。
【００３１】
実施例１
　単色ポリプロピレン（Ｌｅｉｔｚパンフレットスリーブ；１５０μｍ厚の透明ＰＶＣ硬
質フィルム）の着色透明薄膜を、無色透明プラスチックキュベット（Ｕｖｅｔｔｅ（登録
商標）、Eppendorf, Hamburg, ドイツ）の上に接着接合させた。
　　タイプ１：着色フィルム無し
　　タイプ２：黄色着色フィルム
　　タイプ３：赤色着色フィルム
　　タイプ４：互いの上に重ねた黄色及び赤色着色フィルム
　次いで、可視領域のスペクトルを分光計（Perkin Elmer）で記録した（図２を参照）。
【００３２】
　使用前にキュベットを試験した方法を、タイプ３のキュベットの例を用いて述べる。こ
のために以下のアルゴリズムを使用した：
　　１．５６６ｎｍでの吸収測定（右側の矢印を参照）、
　　２．５１６ｎｍでの吸収測定（左側の矢印を参照）、
　　３．以下の条件の場合にのみ、そのキュベットが受容された：
　　　　　○　Ａ566nm＞０.８０（図２における補助線を参照）かつ
　　　　　○　Ａ566nm＜０.９０（図２における補助線を参照）かつ
　　　　　○　Ａ516nm＞０.６５（図２における補助線を参照）かつ
　　　　　○　Ａ516nm＜０.７５（図２における補助線を参照）。
　その他の場合は、そのキュベットが拒否された。
【００３３】
　タイプ３のキュベットにおける凝集反応を測定するために、このキュベットを最初３７
℃に加熱し、そして正常血漿を７５μＬ及び等張食塩水を１５０μＬ、キュベットにピペ
ットで加えた。次に、プロトロンビン時間試薬（Ｉｎｎｏｖｉｎ（登録商標），Dade Beh
ring Marburg社,Marburg、ドイツ）を４５０μＬ添加し、そしてこの反応を４０５ｎｍで
連続して測定した。凝集反応は、たとえ着色したキュベット中でも問題なく測定できる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】二つの変数を用いたパターン認識の原理を示す。Ａ（λx）は波長λxで同定され
る物体の吸収に対応する。Ａ（λy）は波長λyで同定される物体の吸収に対応する。（１
）レファランス（×）への原点ベクトルとランダム試料（丸印）。無色の標準キュベット
がランダム試料として使用された。（２）レファランスクラスの重心からランダム試料へ
のベクトルは、原点ベクトルの長さを有し、そして原点の方向を指し示す。（３）レファ
ランスクラスから、他の光吸収成分（「着色剤」）を使用した時のランダム試料（四角印
）へのベクトル。（４）レファランスクラスとランダム試料クラスの比較。ランダム試料
クラスにおける他の着色剤。（５）レファランスクラスとランダム試料クラスの比較。ラ
ンダム試料クラスのキュベットのより薄い肉厚又は着色剤の異なる濃度。
【図２】３つの異なる着色のプラスチックキュベットの吸収スペクトルを示す（実施例１
を参照）。黄色のフィルム（タイプ２）：点線；赤色のフィルム（タイプ３）：一点鎖線
；黄色及び赤色のフィルム両方（タイプ４）：実線。
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